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決算ハイライト（1Q）

売上高 営業利益
（のれん等償却前） 営業利益 親会社株主に帰属

する当期純利益

20,060 0.2 △544 △519
前年増減額 前年増減額 前年増減額 前年増減額

△3,736（△15.7%） △811（△100.0%） △889（－） △825（－）

（百万円）
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•前年度の劇場映画・動画配信向け大型作品計上の反動や米国ハリウッドストの影響等により減収
減益



見通し対比の基準 +5%超過 +△5%以内 △5%超過

1Q実績と見通し対比について（セグメント別）

・営業利益の見通し対比は映像制作技術サービスではマイナスも、連結ではプラス

(百万円) 2024年度1Q
実績

見通し対比
主な見通し差異要因

売上高 営業利益
（のれん等償却前）

映像コンテンツ
売上高 5,345 「薬屋のひとりごと」の書籍・コミック

ス販売好調、TVアニメ製作委員
会からの配分金収入等計上

営業利益（のれん等償却前） 484
営業利益 481

映像制作技術サービス
売上高 11,571

海外：ハリウッドスト影響による
ローカライズの受注減営業利益（のれん等償却前） △483

営業利益 △1,016

映像システム
売上高 3,579

ハイスピードカメラの欧州向け販売
が好調営業利益（のれん等償却前） 334

営業利益 325

連結合計
売上高 20,060

連結の営業利益は見通し対比プ
ラス営業利益（のれん等償却前） 0.2

営業利益 △544
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売上高 増減分析（前年比）

•大型作品計上の反動、連結子会社売却、米国ハリウッドストの影響等により減収

映像制作技術
サービス（海外）

映像システム

その他

2024年度
1Q 実績

2023年度
1Q 実績

（百万円）
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△3,736

前年度の
大型作品
反動

既存事業
増収

既存事業
増収

連結子会社
売却影響

映像コンテンツ
△1,821

映像制作技術サービス
（国内）△241

映像制作技術サービス
（全体）△1,628



営業利益（のれん等償却前） 増減分析（前年比）

（百万円）

△811

2024年度
1Q 実績

2023年度
1Q 実績

映像制作技術
サービス（海外）

映像コンテンツ
映像システム その他

映像制作技術
サービス（国内）
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0.2

映像制作技術サービス
（全体）△1,261

•映像制作技術サービス（海外）が減益も、その他セグメントは全て増益確保

△52

△1,496



△ 192

51

484

2022年度 2023年度 2024年度

営業利益（のれん等償却前）

4,149 

7,166 

5,345 

2022年度 2023年度 2024年度

売上高 減収増益
売上高 △1,821 (△25.4%)
営業利益（のれん等償却前） +433 (+846.0%)

劇場映画・ドラマ作品
前年度に大型作品を複数計上した反動により大幅減収

アニメーション制作
動画配信向けのCGアニメーション作品、TVシリーズの受注好
調で増収

出版
「薬屋のひとりごと」の原作小説、コミックスの販売が好調
TVアニメ製作委員会からの配分金収入等を計上

CM制作
TV向けの受注が堅調に推移

（百万円）

映像コンテンツ事業（1Q）
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•前年度の劇場映画・動画配信向け大型作品計上の反動で減収も、「薬屋のひとりごと」好調等
により大幅増益



5,940 5,927 5,686

6,015 7,272 
5,884 

2022年度 2023年度 2024年度

2022年度 2023年度 2024年度

759

映像制作技術サービス事業（1Q）

•国内のE2E、ゲーム関連は好調も、米国ハリウッドのストライキ影響により減収減益

売上高

営業利益（のれん等償却前）

（1,665）

11,955
13,200

11,571

海外

国内

海外

国内

（百万円）
減収減益
売上高 △1,628 (△12.3%)
営業損失（のれん等償却前） △1,261 (ー)

E2Eサービス*（国内）
映画向け編集サービスやデジタルシネマ向けサービス*等が堅調な
ことにより増収

E2Eサービス*（海外）
• 米国ハリウッドのストライキ影響により新作制作が遅延、
ローカライズの受注が苦戦し減収

• 減収に伴う粗利益減等により減益
ゲーム関連事業
制作体制の規模を拡大し、3DCG制作の受注増加等で増収

TV向けポストプロダクションサービス
TV業界を取り巻く環境変化による受注低調で減収

777
△483
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海外
国内

（ゲーム関連事業）（1,446）



映像システム事業（1Q）

売上高

4,225 
3,883 3,579 

2022年度 2023年度 2024年度

334 
265 

334 

2022年度 2023年度 2024年度

営業利益（のれん等償却前）

減収増益
売上高 △303 (△7.8%)
営業利益（のれん等償却前） +69 (+26.1%)

ハイスピードカメラ
欧州自動車向け受注が堅調により増収

放送映像システム
前年度に大型案件を受注した反動があり減収

映像・画像処理LSI
国内顧客の在庫調整により受注回復が遅れ減収

（百万円）
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フォトロン、4K解像度を実現した小型軽量ハイスピード
カメラ『FASTCAM Mini R5-4K』新発売（7月11日）
▶FASTCAM Mini R5-4K製品ページ

•ハイスピードカメラ、欧州自動車向け出荷が堅調に推移したことから増益

https://www.photron.co.jp/service/hsvcam/products/mini-r5/


2024年度 通期業績予想

（百万円）
2023年度 2024年度

実績 業績予想 前年増減 前年比率

売上高 99,684 98,000 △ 1,684 △1.6％

営業利益（のれん等償却前） 5,901 5,800 △ 101 △1.7%

（利益率） 5.9% 5.9%

営業利益 3,924 3,700 △ 224 △5.7%

（利益率） 3.9% 3.8%

経常利益 3,727 3,200 △ 527 △14.1％

親会社株主に帰属する
当期純利益 2,373 2,000 △ 373 △15.7％

1株当たり配当金（円） 15.0 15.0 0.0 0.0％

通期業績予想は変更なし
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注記

*E2E向けサービス
End to End。映画・ドラマ・アニメーション等の映像コンテンツを制作するポストプロダクションから、それらを劇場、テレビ、イ
ンターネットを介した動画配信などあらゆるメディアで流通させるために必要なローカライズ(吹替、字幕制作)、ディストリ
ビューション (流通)のためのメディアサービスまでをワンストップで提供するサービスの総称を指します。

＊デジタルシネマ向けサービス
劇場にてデジタル上映を行うためのDCP(Digital Cinema Package）作成やDCPデリバリー、KDM(Key Delivery 
Messageの略で、DCPの暗号を解除するための鍵)配信等のサービスを指します。
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Appendix.
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連結損益計算書

（百万円） 2023年度
1Q 実績

2024年度
1Q 実績 前年増減額 前年増減比

売上高 23,797 20,060 △3,736 △15.7%
売上総利益 6,210 5,887 △323 △5.2%

（売上総利益率） 26.1% 29.3％

営業利益（のれん等償却前） 811 0.2 △811 △100.0％
(営業利益率(のれん等償却前)) 3.4% 0.0％

営業利益 345 △ 544 △889 ー
（営業利益率） 1.5% ー

経常利益 394 △ 498 △892 ー
（経常利益率） 1.7% ー

特別利益 281 0 △ 281 △100.0%
特別損失 1 0 0 △67.7%
税金等調整前当期純利益 674 △ 498 △1,173 ー
親会社株主に帰属する当期純利益 305 △ 519 △825 ー

EBITDA 1,382 739 △642 △46.5%
※営業利益（のれん等償却前）＝営業利益＋のれん償却＋商標権他無形固定資産償却
※EBITDA＝営業利益＋のれん償却＋商標権他無形固定資産償却+減価償却費
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連結貸借対照表
（百万円） 2024年3月末* 2024年6月末 増減額 主な増減要因

資産の部
流動資産 41,288 39,943 △1,345 受取手形、売掛金及び契約資産 △4,681
うち現預金 5,242 5,961 718
固定資産 37,405 37,086 △318
うちのれん 11,411 11,719 308
資産合計 78,694 77,030 △1,664

負債・純資産の部
流動負債 28,950 28,739 △211 支払手形及び買掛金△1,344

契約負債＋1,999うち短期借入金 5,143 6,790 1,647
固定負債 9,837 9,077 △760
うち長期借入金 3,120 2,797 △323
負債合計 38,788 37,816 △971
株主資本 33,731 32,560 △1,170

その他包括利益累計額 4,097 4,684 586

非支配株主持分 2,077 1,969 △108
純資産合計 39,906 39,213 △692
負債純資産合計 78,694 77,030 △1,664

ネット資金 △3,021 △ 3,626 △ 605 （現預金－長短期借入金）
13

＊当第１四半期連結会計期間において、企業結合に係る暫定的な会計処理の確定を行っており、
2024年３月期に係る各数値については、暫定的な会計処理の確定内容を反映させております。



2024年度 セグメント別業績見通し
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(百万円)
2022年度 2023年度 2024年度

実績 実績 業績見通し 前年増減 前年比

映像コンテンツ

売上高 23,537 28,186 24,300 △3,886 △13.8%
営業利益（のれん等償却前） 540 1,281 1,320 39 3.0%
営業利益 535 1,276 1,310 34 2.7%

映像制作技術サービス

売上高 54,128 53,967 55,100 1,133 2.1%
営業利益（のれん等償却前） 4,361 3,367 3,400 33 1.0%
営業利益 2,532 1,430 1,350 △80 △5.6%

映像システム

売上高 18,930 19,756 20,300 544 2.8%
営業利益（のれん等償却前） 2,122 2,440 2,300 △140 △5.7%
営業利益 2,086 2,404 2,270 △134 △5.6%

連結合計

売上高 94,147 99,684 98,000 △1,684 △1.7%
営業利益（のれん等償却前） 5,738 5,901 5,800 △101 △1.7%
営業利益 3,868 3,924 3,700 △224 △5.7%



事業セグメント別 連結子会社一覧（2024年6月末現在）

映像制作技術サービス事業

株式会社IMAGICAエンタテインメントメディアサービス

株式会社シネマコネクト
Pixelogic Holdings LLC*

PPC Creative Limited*

株式会社IMAGICA Lab.

株式会社IMAGICA GEEQ

株式会社コスモ・スペース

株式会社ウェザーマップ

映像コンテンツ事業

株式会社ロボット

株式会社ピクス

株式会社オー・エル・エム

株式会社イマジカインフォス

株式会社IMAGICA EEX

株式会社オー・エル・エム・デジタル

株式会社オー・エル・エム・ベンチャーズ

連結子会社：9社 連結子会社：20社

映像システム事業

株式会社フォトロン

フォトロン M&E ソリューションズ株式会社
PHOTRON USA, INC. *

PHOTRON EUROPE LIMITED*
アイチップス・テクノロジー株式会社
株式会社 IP モーション
株式会社フォトニックラティス

連結子会社：8社

＊：海外子会社
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IMAGICA GROUPについて

経営理念

私たちは、誠実な精神をもって新たな価値創造につとめ、

世界の人々に「驚きと感動」を与える
映像コミュニケーショングループを目指します。

会社名 株式会社IMAGICA GROUP

代表者 代表取締役社長 社長執行役員 長瀬 俊二郎

設立 1974年6月10日（創立：1935年2月18日）

本社 〒105-0022 東京都港区海岸一丁目14番2号

連結子会社 38社（2024年3月31日現在）

資本金 33億6百万円

事業内容 映像コンテンツ事業、映像制作技術サービス事業、
映像システム事業等を営むグループ会社の事業の統括

従業員数 4,202名（1,277名）（2024年3月31日現在）
※従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は( )内に外数で記載しております

連結売上高 996億84百万円

※2023年度実績
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セグメント別事業内容
セグメント 事業内容 主な業務内容

映像コンテンツ
事業

映画・ドラマ制作 ・劇場映画やTVドラマの企画・制作
・近年は国内外で配信される動画配信ドラマの制作にも積極的に展開

広告制作 ・様々な広告媒体（テレビ、商業施設や屋外のデジタルサイネージ、Webなど）への広告プロモーションやブランディングなどを展開

アニメーション制作 ・数多くのアニメ作品やフルCG作品、VFX映像などの制作
・海外向けのTVシリーズや映画作品の制作

出版
・ライトノベル、声優の写真集など書籍出版事業などを展開
・近年はライトノベル作品のコミック化やTVアニメ化を積極的に推進
・アニメーション制作やwebtoon制作を内製化して自社IPを育成

映像制作技術
サービス事業

字幕／吹替、
上映・配信サポート

映画・TV・動画配信オリジナルドラマ等の映像コンテンツを世界中で公開・配信するための、
字幕/吹替から配信まで包括的なサービスを展開

撮影・中継 スポーツや音楽ライブ、イベントの撮影・中継・配信から、番組・企業PRなど映像コンテンツの制作やテレビ局内の技術協力など

編集 ・テレビ番組やテレビCMに限らず、インターネット広告や各種PR映像の編集
・MA、CG/VFXなど各種映像技術サービスを展開

ゲーム関連事業
・ゲームコンテンツの2DCG・3DCG制作からゲームデバッグ
・アミューズメント関連ビジュアル制作
・ゲームクリエイターの人材派遣サービスを提供

映像システム
事業

ハイスピードカメラ 超高速現象を捉えるハイスピードカメラおよびそれに関連する様々な画像計測システムの開発・製造・販売・サポート

放送映像システム 国内のテレビ放送局や映像制作プロダクションなどに、放送映像機器に関する設計から導入までをトータルに提案

光学計測事業 フォトニック結晶を用いた独自の光学素子や、この素子をハイスピードカメラに取り付けた独自の光学計測装置等の製造・販売
他、プロジェクター向けの映像・画像処理LSI、循環器向け動画ネットワークシステム、

CMオンライン送稿システム、CADソフト、スポーツライブ中継／アーカイブなど
17



お問い合わせ先

【将来予測について】
本資料に記載されている当期ならびに将来の業績に関する予想、計画、見通し等は、現在入手可能な情報に基づき算
定しており、判断や仮定に内在する不確実性および今後の事業運営や内外の状況変化等による変動可能性に照らし、
実際の業績等が見通しの数値と異なる結果となり得ることをご承知おきください。

株式会社IMAGICA GROUP
グループ経営管理部

Email：ir@imagicagroup.co.jp
URL：https://www.imagicagroup.co.jp/

note： https://www.note.imagicagroup.co.jp/
X：https://twitter.com/IMAGICAGROUP
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